
三郷町小中一貫
コミュニティ・スクール

ひまわり畑プロジェクト～ともにそだつＳＤＧｓ～

SDGs未来都市さんごう



• 人口 22,361人

• 世帯数 10,799世帯

（令和6年12月1日現在）
たつたひめ

三郷町小中一貫コミュニティ・スクール
南畑幼稚園・三郷小学校・三郷北小学校・三郷中学校



三郷町の教育の基本理念

〇「自立」
自ら学び 自ら考え ねばり強く取り組む「自立」と
主体性を持った「協働」を促す

〇「共生」
他者を思い、支えあい、共に生き「共生力」を育む

〇「創造」
三郷町を愛し、豊かな想像力をもって町の魅力を高める力と
その発信力を培う

「ともにまなび ともにおもい ともにそだつ」



町や学校の課題

•他市町村からの転入世帯が多く、地域の住民同士のつなが
りが希薄化している

• コロナ禍もあり、あいさつが少ない
•中１ギャップや不登校の増加

小中一貫教育をもとに、町ぐるみで子どもを
育てるため、地域の力を学校に！



保護者や地域住民の学校への理解を深める
学校と地域の方々が学校や地域の課題を共有し、共通の目標を持ち、一体となって
地域の子どもを育んでいくことで、子どもの豊かな育ちを確保するとともに、保護者
や地域住民の学校への理解を深めることができる。

子どもの豊かな育ち
子どもが信頼できる多くの大人と日常的に関わることで、自己肯定感を高め、多様
性を受け入れ、主体性・協働性を身につける機会を得ることになり、子どもの豊かな
育ちを期待することができる。

未来の地域づくりの担い手を育てる
「学校を核とした地域づくり」を進めることで、保護者や地域住民同士の「横のつ
ながり」が生まれ、地域の絆を強めることにより、未来の地域づくりの担い手を育て
ていくことにつなぐことができる。

コミュニティ・スクールの目的
学校と地域の方々（保護者・地域住民）が目標を共有し、ともに知恵を出
し合い協働しながら、一体となって地域の子どもを育んでいくことで、三郷
町の基本理念に基づいた義務教育を終える15歳の子どもの姿を目指し、子ど
もの豊かな成長を支える「地域と共にある学校づくり」を進める。

三郷町はICTを使った施設分離型小中一貫校



コミュニティ・スクールができるまで

平成１８年
文部科学省研究指定
「総合的な学習の時間におけるNPO等外部人材
の活用」（三郷北小学校）

平成２１年 学校支援地域本部発足

～

学校支援ボランティア活動の広がり

令和 ３ 年 三郷町小中一貫教育実施

令和 ４ 年
コミュニティ・スクール制度の導入
三郷町小中一貫コミュニティ・スクール開始



コミュニティ・スクール発足にあたって

これまでの学校・園のそれぞれの保護者や地域住民の

既存の組織をベースに

三郷町小中一貫コミュニティ・スクールとして

継続・発展させる

・子どもが主役となる学校づくりを中心に

・地域の方にも生きがいや楽しみになるように

・学校と子どものために動いていただける方を
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三郷町小中一貫コミュニティ・スクール

地 域 住 民 ・ 保 護 者



委員について
三郷町小中一貫コミュニティ・スクール運営委員会設置要綱より
委員長は教育長をもって充て、委員は次に掲げる者の中から教育委員会

が委嘱又は任命する。

(1)学識経験者

(2)教育委員

(3)各学校運営協議会の代表者

(4)町立学校の学校支援ボランティアコーディネーター

(5)町立学校及び幼稚園の校長及び園長

(6) その他教育委員会が適当と認める者

三郷町学校運営協議会の設置及び運用に関する規則より
協議会は、校長等のほか、１０名以内の委員をもって組織し、次の各号に掲

げる者のうちから校長等の推薦に基づき、教育委員会が委嘱又は任命する。

(1)保護者

(2)地域住民

(3)学校支援ボランティアコーディネーター

(4)学校等教職員

(5) その他、校長等の推薦があり、教育委員会が適当と認める者



組織の活動

•各学校運営協議会（各学期１回）

•三郷町小中一貫コミュニティ・スクール運営委員会（年２回）

•ボランティアコーディネーターとの打ち合わせ会（月１回）



•子どもの課題に向き合って…地域の声を聴く

•地域を巻き込んで

•これまでの取組の発展

三郷町小中一貫コミュニティ・スクールで
大切にしていること

ボランティアとともに作る花壇



小中一貫コミュニティ・スクールと
地域学校協働活動を

一体的に実施するためのしかけづくり

シンボルを創る!!



三郷町小中一貫コミュニティ・スクール
SDGｓひまわり畑プロジェクト



三郷町小中一貫コミュニティ・スクール
SDGｓひまわり畑プロジェクト

種まきイベント 種とりイベントひまわり畑と看板 ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
土
地
改
良



三郷町小中一貫コミュニティ・スクール
SDGｓひまわり畑プロジェクト



• 一緒に進めるしかけ
種まき・種取りのイベントを行い、つながりを作る

• 地域を巻き込むしかけ
ひまわり畑を人通りの多いところに作る
知らせる取組・・・看板、町広報紙、町のHPやSNS 、ちらし、ポスター、

保護者メール、ボランティアメール、
配布する種の袋に取組の説明

• 学校を地域に押し出すしかけ
・学校の近くの畑は子どもが水やり
・配布用のひまわりの種の準備
・美術部による看板づくり

地域と学校・子どもをつなぐ
しかけづくり

種の袋詰め



まちに広める
広報紙・SNS・看板



子どもたちとともに①

三中ソーラン

むかし遊び ソーランの法被づくりれんげ遊び

稲刈り田植え木工工作補助玉ねぎ苗植え

子どもたち
からの手紙



子どもたちとともに②

校区探検付き添い登校見守り

自転車乗り方教室

まち探検付き添い

水生生物観察付き添い



子どもたちとともに③

ともに学ぶSDGsフェス 創立１５０周年記念行事



子どもたちとともに④

「あいさつ」研修会（教職員）子どもたちのあいさつ運動教育講演会
「あいさつは魔法の言葉」



広報・行事部会・ＰＴＡ活動





取組の広がり

子どもは
• 参加した子どもたちのアンケートから「楽しかった」
「来年もまたやりたい」といった声

• お礼の手紙やプレゼントを渡す習慣
• ひまわりの水やりや種配布などのボランティア活動に児童が参加
• 竹あかりづくりや花壇づくりに生徒が参加

学校は
• 先生たちが地域の人を頼りにする声
• SDGsフェスの竹あかりづくり
• １５０周年記念行事でひまわりの種をつけた風船飛ばし

地域は
• SNSやボランティアグループLINEなどを使った活動の広がり
• NPOの不登校支援
• 地域の取組とのつながり・・・ホタリーナ、休耕田を

使った記念樹公園

お礼の手紙と私たちの
作ったリースをどうぞ



ボランティアお願いBOX



ふり返りと
今後に向けて

•成果

・子どもの課題を共有し、乗り越える工夫

・地域の方々の、学校と子どもたちへの関心の高まり

•展望

・地域の方も楽しめる活躍の場として、

新しいボランティアメンバーを募集

・子どもが主役、大人も主役の活動につなぐ


